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［成果情報名］泌乳牛に給与する飼料中のＴＤＮ含量と乳量推移および繁殖性

［要約］泌乳牛に対するＴＤＮ含量74％以上の飼料給与は、分娩後180日程度までの乳量

増加に効果がある。また、給与飼料中のＴＤＮ含量が高いほど分娩後の初回授精日数は早

まる。

［キーワード］泌乳牛、ＴＤＮ含量、乳量、繁殖

［担当部署］家畜部・乳牛チーム

［連絡先］092-925-5232

［対象作目］乳用牛 ［専門項目］飼養管理 ［成果分類］調査分析

--------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

持続性の高い酪農経営を確立するためには、自給飼料の生産・給与を基軸とした高品質

生乳の安定的生産や生涯生産性向上を図る必要がある。

そこで、福岡県の主要酪農地域における給与飼料の構成やその成分組成等の飼養条件と

乳量及び繁殖性の実態を調査分析、問題点を摘出し、調査データに基づく技術指導を実施

するとともに、その主要な技術指導内容であった泌乳前期牛に対する高ＴＤＮ含量の飼料

給与が乳量および繁殖性へ及ぼす影響を明らかにする。(南筑後普Ｈ12)

［成果の内容・特徴］

１．飼料成分含量７項目の中で乳量と最も相関が高い項目はＴＤＮ含量(r=0.41)であり、

牛群平均乳量が30kg以上(平均32.0kg)の農家では、30kg未満(平均28.1kg)の農家に比べ、

乳期を通してＴＤＮ含量が高い。また、分娩後180日程度までの乳量差が牛群平均乳量

に大きく影響する(図１)。

２．分娩後180～240日において、給与飼料中のＴＤＮ含量間に有意差は認められるが、乳

量には有意差がなく、この時期以降のＴＤＮ含量は、過肥を予防するためにも30kg未満

の農家レベルが望ましい(図１)。

３．繁殖性に関しての判別分析結果から、泌乳初期においてはＴＤＮ含量が高く、ＥＥ含

量が低いほど初回授精日数は早まる(80日未満となる)が、初回受胎率は低くなり(50％

未満となり)やすい。ＴＤＮ含量およびＥＥ含量が高い低いの境界は、それぞれ74％程

度、3.9％である(図２)。

［成果の活用面・留意点］

１．乳牛の生涯生産性向上技術として活用できる。

２．給与飼料の成分は、農家調査において個体毎の飼料給与量を実測(一部聞き取り)し、

日本標準飼料成分表(1995、2001)及び近赤外分析結果(粗飼料)に基づき算出した。乳量

および繁殖成績は牛群検定成績による。

３．乳量および繁殖成績との関係について、重回帰分析を行った飼料成分含量７項目とは、

ＴＤＮ含量、ＣＰ含量、ＵＩＰ／CP(バイパスタンパク質)含量、ＮＦＣ(非繊維性炭水

化物)含量、ＮＤＦ(中性デタージェント繊維)含量、ＡＤＦ(酸性デタージェント繊維)

含量、ＥＥ(粗脂肪)含量である。



［具体的データ］

図１ 農家分類(牛群平均乳量30kg以上・未満)に基づく乳量推移とＴＤＮ含量

注)1. 牛群平均乳量30kg／日以上の農家戸数は延べ12戸、分析頭数は259頭。

2. 牛群平均乳量30kg／日未満の 〃 28戸、 〃 489頭。

3. 分析に供した泌乳牛の体細胞数は30万／ml未満。

図２ 給与飼料成分による繁殖性(農家間平均以上・未満)の判別分析結果

注) 1. 分析データは、冬季調査の農家(延べ20戸)において調査時点で未授精又

は初回授精の泌乳前期牛(分娩後109日以下)で、体細胞数30万未満の個

体の繁殖データ(111頭)を６ヶ月間追跡調査して、給与飼料成分ととも

に農家毎の平均値を求め、判別分析を行った。

2. 判別分析に用いた飼料成分(TDN、EE：粗脂肪)は、繁殖成績と給与飼料

成分７項目との重回帰分析により、偏相関、単相関及び相対寄与率が大

きいと認められた２項目とした。
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